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一人も泣く人のいない一人残らずの人が喜ぶ社会づくり

一れつ会
（法人本部）

春日寮

かがやき

いずみ

しんふぉにい

せんだんの家
いこいの家

ウイズ

ほほえみ

和らぎ

青葉

ほっと

　

法
人
創
立
35
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
社
会
福

祉
法
人
一
れ
つ
会
の
出
発
点
と
な
っ
た
共
同
作
業

所
『
せ
ん
だ
ん
の
家
』
の
所
長
と
し
て
着
任
さ
れ

た
小
林
義
和
前
理
事
長
に
、
当
時
の
思
い
出
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
今
年

度
の
地
域
だ
よ
り
で
ご
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。

―
今
か
ら
約
40
年
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

１
９
８
２
（
昭
和
57
）
年
７
月
、
共
同
作
業
所

「
せ
ん
だ
ん
の
家
」
の
所
長
に
就
任
す
る
た
め
、

神
戸
の
施
設
を
退
職
さ
れ
、
地
元
、
神
辺
に
戻
る

こ
と
を
決
意
さ
れ
た
時
の
思
い
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
ー

　

小
林
相
談
役
（
前
理
事
長
）
：

　

当
時
の
福
山
北
養
護
学
校

（
現
・
福
山
北
特
別
支
援
学
校
）
卒

業
生
の
卒
業
後
の
行
き
場
が
な
く
、

作
業
所
を
造
ろ
う
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方

が
福
山
市
御
幸
町
上
岩
成
に
プ
レ

ハ
ブ
を
建
て
、
『
広
島
県
立
福
山

北
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
同
作
業
所

せ
ん
だ
ん
の
家
』
が
開
所
さ
れ
ま

し
た
。
建
物
は
で
き
ま
し
た
が
通

っ
て
き
て
も
職
員
が
い
な
い
と
い

う
状
況
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
支
援

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
専

門
家
が
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

神
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
事
務
局
長
を
し
て

い
た
私
の
父
親
の
と
こ
ろ
へ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
か
ら

「
せ
ん
だ
ん
の
家
に
専
任
指
導
員
が
お
ら
ず
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
よ
う
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
が
神
戸
の
社
会
福
祉
法
人
へ
勤
め

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
講
演
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
職
員
の
方
を
対
象
に
、
制
度

に
基
づ
い
た
運
営
や
専
門
職
の
雇
用
、
職
員
の
身

分
保
障
が
で
き
れ
ば
う
ま
く
い
く
こ
と
、
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
認
可
取
得
が

必
要
に
な
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
私
が
勤
め
て
い
た
神
戸
の
社
会
福
祉

法
人
に
、
福
山
の
方
か
ら
施
設
の
見
学
希
望
が
入
る

よ
う
に
な
り
、「
福
山
に
帰
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
話
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
福
山
に
帰
る
と

い
う
思
い
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、『
私
の
思

い
描
く
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に
、
福
祉
を
こ
ん
な

風
に
や
っ
て
み
た
い
』
と
い
う
夢
は
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
ど
こ
に
も
入
所
の
施
設
に
空
き
が
な
く
、
待

っ
て
も
入
れ
て
も
ら
え
ず
、
も
う
30
年
以
上
も
入
所

希
望
を
出
し
て
も
入
所
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
も
福

山
に
施
設
が
ほ
し
い
。
あ
な
た
の
講
演
を
聴
い
て
、

こ
の
人
し
か
い
な
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
ご
家
族
の

切
実
な
思
い
を
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
「
福
山
で
待
っ

て
お
ら
れ
る
方
々
の
た
め
に
施
設
を
造
ろ
う
」
と
い

う
思
い
で
帰
郷
し
、
所
長
と
し
て
が
ん
ば
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
が
勤
め
て

い
た
法
人
の
理
事
長
に
、

「
法
人
格
を
取
る
ま
で
は
、

う
ま
く
い
か
な
い
か
ら
と

言
っ
て
逃
げ
出
す
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
」
と
い
う

決
意
を
伝
え
、
神
戸
の
施

設
を
退
職
し
、
地
元
神
辺

に
戻
っ
て
専
任
指
導
員
と

し
て
地
域
に
根
差
し
た
福

祉
施
設
造
り
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
退
職
を
す
る
日
、

理
事
長
か
ら
、
「
人
間
は

な
あ
、
霞
（
か
す
み
）
を
食
っ
て
生
き
て
い
け
る
ん

や
で
。
」
と
い
う
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
そ
の
言
葉
の
意
味
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
実
際
に
多
く
の
方
か
ら
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
法
人
設
立
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
き
に
、
「
一
生
懸
命
に
な
っ
て
他
の
人

の
こ
と
を
思
い
や
り
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を

し
て
い
れ
ば
、
周
り
の
人
が
ほ
っ
と
か
な
い
、
支
援

や
協
力
を
し
て
い
た
だ
け
る
」
と
い
う
そ
の
言
葉
の

意
味
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

次
号
で
も
引
き
続
き
、
小
林
義
和
前
理
事
長
よ

り
、
無
認
可
時
代
や
法
人
認
可
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

当
時
の
思
い
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
～
決
意
し
た
あ
の
日
～

利用者と塩土づくりを行う小林義和 前理事長
（昭和57年10月22日　中国新聞抜粋）



　一れつ会では、現在も新型コロナウイルス感染症対策として感染リスクを最小限に抑えるための行動基準を定め、３密
回避やマスクの着用、手洗いやうがい、手指消毒や検温、換気の実施はもちろんのこと、事業所館内や公用車の消毒を徹
底するなどの取り組みを続けております。また、外出や行事等イベントの自粛も継続して行っており、職員をはじめとし
て、利用者や家族のみなさま、そして関係者のみなさまにご理解とご協力をいただきながら、感染防止に努めております。

新型コロナウイルス感染症予防の取り組みについて

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら
東

部
地
区
の
親
善
行
事
で
あ
る
球
技
大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
は
じ

め
、
法
人
行
事
で
あ
る
夏
祭
り
・
運
動
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
と
い
っ
た

行
事
が
開
催
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
私
た
ち
青
葉
の
支
援
員
は
、「
利

用
者
さ
ん
が
少
し
で
も
楽
し
め
て
、
達
成
感
や
一
体
感
を
感
じ
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
。
」
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
頃
の
活
動
で

行
っ
て
い
る
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動
（
複
数
の
運
動
を
取
り
入
れ
た
も
の
）

を
ヒ
ン
ト
に
、
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
と
し
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

休
憩
場
所
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
定
期
的
な
手
洗
い
・
手

指
消
毒
を
参
加
者
一
人
ひ
と
り
が
守
り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
運
動
会
は
、
６
月
５
日
（
土
）
に
春
日
寮
・
青
葉
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
紅
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
チ
ー
ム
戦
で
行
い
ま
し
た
。
種
目

は
、
『
玉
入
れ
』
と
『
巨
大
サ
ー
キ
ッ
ト
』
を
用
意
し
ま
し
た
。
『
玉

入
れ
』
で
は
、
紅
組
と
白
組
が
そ
れ
ぞ
れ
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
、
よ

り
多
く
の
玉
を
カ
ゴ
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
合
う
こ
と
で

「
一
体
感
」
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
『
巨
大
サ
ー
キ
ッ
ト
』
で

は
、
一
人
ず
つ
の
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
形
式
で
行
い
、
設
置
さ
れ
た

様
々
な
運
動
種
目
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
「
達

成
感
」
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
利
用
者
さ
ん
は
、
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
笑
顔
で
久
し
ぶ
り
の
競
技
に
取

り
組
ま
れ
、
ま
た
、
「
〇
〇
さ
ん
、
頑
張

れ
～
！
」
等
の
声
援
も
マ
ス
ク
越
し
に
飛

び
交
い
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
を
し
な
が

ら
の
ミ
ニ
運
動
会
は
、
普
段
と
は
ま
た
違

っ
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
青
葉
の
支
援
員
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
も
感
染
症
対
策
に
し
っ
か
り
と
努

め
な
が
ら
、
利
用
者
さ
ん
が
少
し
で
も
楽
し

く
笑
顔
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
。
」
を
心
掛
け
、
日
々
の
支
援
の
充
実
・

余
暇
の
充
実
を
図
り
、
利
用
者
さ
ん
と
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
、
青
葉
全
体
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
葉　

友
田　

華
奈
）

ハードル跳び
両足揃えてジャンプ♪

網の中を抜けて♪ 上手に出来たよ☆ 皆で玉入れ♪１位目指して★ 最後はキャッチ♪

感染対策しながら
応援中！！

見て！僕の投げ方 まだまだ元気！

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
６
月
開
催
予
定
で
あ

っ
た
広
島
県
東
部
地
区
親
善
球
技
大
会
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
が
中
止
と
な
り
、

利
用
者
さ
ん
か
ら
は
落
胆
の
声
が
聞
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

大
き
な
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
省
や
買
物

等
の
外
出
を
我
慢
す
る
期
間
も
続
く
中
、
支

援
員
に
は
、
少
し
で
も
利
用
者
さ
ん
に
楽
し

い
時
間
を
提
供
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
「
春
日
寮　

球
技
大

会
」
と
銘
打
ち
、
日
々
の
日
中
活
動
で
実
施

し
て
お
り
、
多
く
の
利
用
者
さ
ん
が
参
加
さ

れ
て
い
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
競
技
種
目
と
し
て
行
事
を
催

し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
の
6
月
6
日
（
日
）
は
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
開
会
式
か
ら
多
く
の
利
用
者
さ

ん
が
参
加
さ
れ
、
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
式
で
は
成
績
優
秀

者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
皆
で
健
闘
を
讃
え

あ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
春
日
寮
の
利
用
者
さ
ん
と
支
援

員
だ
け
の
参
加
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
競
技
に
よ
っ
て
競
技
時
刻
を
ず
ら
し

て
参
加
者
を
分
散
す
る
こ
と
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
十
分
に
確
保
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
感
染
症
対
策
に
は
十
分
留
意

し
な
が
ら
、
利
用
者
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

行
事
を
企
画
し
、
安
全

に
楽
し
く
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
春
日
寮

　
　
　

下
江　

広
太
）

入賞したよ！

見事ホールインワン賞！ 綺麗に入りました！ さぁ始まりだ！



　新型コロナウイルス感染症の流行以前は、せんだんの家コンサートや行事な
どでの発表に向けて、また、他事業所の利用者さんとの交流も兼ねて月に２
回、加茂地区、春日地区、三吉地区のメンバーが集まって合同でソーラン踊り
の練習をしていました。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の流行で、多人数での集まりや事業所間
の交流を控えなければならなくなり、合同での練習は一年以上できていません
でした。
　新型コロナウイルスの感染状況に改善が見られない中、何とか合同でソーラ

ン踊りができる方法がないかと検討し、まずはいこいの家とせんだんの家で、オンライン（Zoom）を活用して、
合同でのソーラン踊りの練習を開始しました。
　画面越しにお互いの顔が見えると、利用者の皆さんは練習そっちのけで手を振り合い「久しぶり！」「元気？」
など、笑顔で会話を楽しみ、久々の交流を喜んでいる様子でした。その表情を見ると、新しい取り組みを喜んでも
らえて嬉しく思うと同時に、他事業所との交流の必要性を改めて感じる事がで
きました。
　現時点では加茂地区のみでオンラインを使ってソーラン踊りの練習を行って
いますが、春日・三吉地区とも練習を行っていく予定にしています。
　さらに今後は、ソーラン踊り以外の活動でもオンラインを活用して、違う事
業所の利用者さん同士が交流できる機会を増やして、みなさんに喜んでもらい
たいと思います。

（いこいの家　園田　昂太）

ソーラン踊り・福の山音頭 他事業所との交流再開に向けての一歩

久しぶりの総踊り

元気に踊れてるかな

　夏といえば、恒例の夏まつり!!毎年、事業所を利用される方はもちろん、各事業所
の近隣の方や関係者にもご案内し、大勢で夏の思い出づくりをしてきました。しか
し、新型コロナウイルス感染症が流行し、昨年は実施できませんでした。今年も外部
の方をお招きすることは難しいけれど、「いつ訪れるかわからない終息を待つよりも
感染対策をとりながらできることをやろう！」と、スタッフみんなで検討し、夏まつ
りを実施しました。
　7月24日（土）、春日地区のグラウンドで行った『ミニ夏まつり』では、密を避ける
ために、午前は「青葉」、午後は「しんふぉにい」、夕方は「春日寮」と、事業所単位で「マスクの着用」、「食
事は対面にならない・しゃべらない」、「ゲームコーナーで使った道具は使用する人が変わるたびに消毒」、「テ
ント内は大型扇風機で空気を循環」等の感染症対策ルールを決めて行いました。
　利用者さんと職員が一緒に、美味しそうに食べ、楽しそうに笑い、喜んでいる姿は、普段見る表情とはまた違
った表情で一年ぶりに夏の良き思い出を作ることができたと感じました。
　これからもその時々の状況に応じて、自分たちにできることは何かを考え、これからもより多くの楽しみを提
供していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青葉　佐々木　隆志）

春日･三吉地区ミニ夏まつり ～コロナと共に･今という時代に笑顔と思い出を～

紙がやぶけないように、
そっとめだかをすくいました。

美味しそうな唐揚げ！
食べるの楽しみ♪

的をしっかりねらって
撃ちます。

チケットと交換。
どれも美味しそう！

大きな風船をねらいます。



（単位：円）
資産の部 負債の部

当年度末 当年度末
流動資産 730,199,481 流動負債 257,502,359
　現金預金 446,846,549 　事業未払金 146,543,075
　事業未収金 248,762,128 　１年以内返済予定設備資金借入金 9,450,000
　未収補助金 30,060,000 　預り金 6,170,697
　貯蔵品 0 　職員預り金 178,350
　商品・製品 1,814,213 　前受金 47,300
　仕掛品 96,036 　賞与引当金 95,112,937
　原材料 1,804,487 固定負債 90,618,700
　立替金 4,345 　設備資金借入金 33,750,000
　前払費用 811,723 　退職給付引当金 56,868,700
固定資産 3,321,966,572 負債の部合計 348,121,059
基本財産 1,746,036,445 純資産の部
　土地 656,232,569 基本金 441,059,599
　建物 1,089,803,876 　１号基本金 333,176,937
その他の固定資産 1,575,930,127 　２号基本金 103,532,662
　建物 65,698,869 　３号基本金 4,350,000
　構築物 13,836,047 国庫補助金等特別積立金 700,167,626
　機械及び装置 9,495,331 その他の積立金 1,358,492,000
　車輌運搬具 4,588,822 　人件費積立金 216,000,000
　器具及び備品 30,674,764 　修繕費積立金 137,500,000
　建設仮勘定 32,863,700 　備品等購入積立金 107,500,000
　ソフトウェア 1,132,938 　施設整備等積立金 892,000,000
　その他の固定資産 851,880 　工賃変動積立金 2,001,000
　退職給付引当資産 56,868,700 　設備等整備積立金 3,491,000
　長期前払費用 1,427,076 次期繰越活動増減差額 1,204,325,769
　人件費積立資産 216,000,000 （うち当期活動増減差額） 70,508,317
　修繕費積立資産 137,500,000 純資産の部合計 3,704,044,994
　備品等購入積立資産 107,500,000
　施設整備等積立資産 892,000,000
　工賃変動積立資産 2,001,000
　設備等整備積立資産 3,491,000
資産の部合計 4,052,166,053 負債及び純資産の部合計 4,052,166,053

2020年度　社会福祉法人一れつ会　決算報告書

貸　借　対　照　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年3月31日現在

2020 (令和２) 年度 社会福祉法人 一れつ会 決算報告書 (令和3年3月31日現在)

　　　　　　　　（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日 （単位：円）
勘定科目 当年度決算額

事業活動による収支
収入
就労支援事業収入 74,609,021
障害福祉サービス等事業収入 1,453,202,489
その他の事業収入 13,648,361
借入金利息補助金収入 21,000
経常経費寄附金収入 6,604,045
受取利息配当金収入 2,790,331
その他の収入 38,061,239
事業活動収入計　　(1) 1,588,936,486
支出
人件費支出 1,170,373,591
事業費支出 122,736,660
事務費支出 76,495,057
就労支援事業支出 78,972,986
その他の事業支出 5,905,341
支払利息支出 576,980
その他の支出 17,877,291
事業活動支出計　　(2) 1,472,937,906
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 115,998,580
施設整備等による収支
収入
施設整備等補助金収入 37,956,752
施設整備等収入計　(4) 37,956,752
支出
設備資金借入金元金償還支出 9,750,000
固定資産取得支出 57,499,360
施設整備等支出計　(5) 67,249,360
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △29,292,608
その他の活動による収支
収入
積立資産取崩収入 1,799,600
その他の活動収入計(7) 1,799,600
支出
積立資産支出 101,315,200
その他の活動による支出 0
その他の活動支出計(8) 101,315,200
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △99,515,600

予備費支出　　(10) -
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △12,809,628
前期末支払資金残高(12) 586,354,951
当期末支払資金残高(11)+(12) 573,545,323

資金収支計算書

　　　　　　　　（自）令和2年4月1日　（至）令和3年3月31日 （単位：円）

勘定科目 当年度決算額
サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 74,609,021
障害福祉サービス等事業収益 1,453,202,489
その他の事業収益 13,648,361
経常経費寄附金収益 6,608,545
その他の収益 6,183,300
サービス活動収益計　　(1) 1,554,251,716
費用
人件費 1,181,030,933
事業費 122,741,160
事務費 77,217,515
就労支援事業費用 80,452,527
その他の事業費用 5,905,341
減価償却費 60,827,344
国庫補助金等特別積立金取崩額 △26,005,154
その他の費用 609,600
サービス活動費用計　　(2) 1,502,779,266
サービス活動増減差額　(3)=(1)-(2) 51,472,450
サービス活動外増減の部
収益
借入金利息補助金収益 21,000
受取利息配当金収益 2,790,331
その他のサービス活動外収益 33,677,539
サービス活動外収益計　(4) 36,488,870
費用
支払利息 576,980
その他のサービス活動外費用 17,267,691
サービス活動外費用計　(5) 17,844,671
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 18,644,199
経常増減差額　　　　　(7)=(3)+(6) 70,116,649
特別増減の部
収益
施設整備等補助金収益 37,956,752
その他の特別収益 163,581,000
特別収益計　　　　　　(8) 201,537,752
費用
固定資産売却損・処分損 64,084
国庫補助金等特別積立金積立額 37,501,000
その他の特別損失 163,581,000
特別費用計　　　　　　(9) 201,146,084
特別増減差額　　　　　(10)=(8)-(9) 391,668
当期活動増減差額　　　(11)=(7)+(10) 70,508,317
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額　(12) 1,229,036,452
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 1,299,544,769
基本金取崩額　　　　　(14) 0
その他の積立金取崩額　(15) 0
その他の積立金積立額　(16) 95,219,000
次期繰越活動増減差額　(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 1,204,325,769

事業活動計算書



実習生・就業体験実習・職場体験・ボランティア・見学実習生・就業体験実習・職場体験・ボランティア・見学 （3月～8月）（3月～8月）

・福田　ミツ子様
・藤井　麻美子様　
・高橋　雅弘様
・アバンセ株式会社
　後藤　一也様
・海原　弘子様
・近藤　千賀子様
・三輪　尊教様
・太洋電機産業株式会社様
・小野　幸子様

・備龍会
　会長　田坂英尊様
・公益社団法人　生命保険ファイナンシャル

アドバイザー協会様
・福田　修兵様
・藤井　浩二様
・信菱液化ガス株式会社様
・山田　俊乃様
・松井　啓悟様
・株式会社吉野設計様

・夢門塾　御幸様
・アデリー　渋谷様
・株式会社ヨシケイ福山様
・竹谷　真穂様
・藤井　栄子様
・株式会社黒瀬ペットフード様
・株式会社ダスキンニコニコ様
・山下　哲治様
・柴田　良子様
・安部　年見様

●ご寄贈
・得能　公平様
・児玉　和子様
・林　邦子様
・土屋　康彦様
・木ノ浦町内会様
・藤井　宏道様
・梶原　勝美様
・奥野　沙也加様
・高橋　京子様

ありがとうございました （３月～８月）
（順不同）

●ご寄付
・福田　ミツ子様
・近藤　千賀子様
・山口　友男様
・山下　哲治様
・日本生命労働組合様
・松葉　美穂様
・松岡　公基様

●ボランティア
（加茂地区）
（三吉地区）
（加茂地区）
（三吉地区）

・福山平成大学様
・穴吹国際みらい専門学校様
・広島県立福山北特別支援学校様
・広島県立福山北特別支援学校様

１名
２名
２名
３名

・広島県立福山北特別支援学校様
・穴吹国際みらい専門学校様
・日下　清美様

（春日地区）
（三吉地区）

●実習生

●就業体験実習

３名
１名

2021（令和3）年　社会福祉法人一れつ会　理事・監事・評議員の改選のお知らせ

　日頃より社会福祉法人一れつ会並びに関係事業所に対しまして、ご支援・ご協力をいただき誠にありがとうございます。

　この度、当法人の理事・監事及び評議員の改選がありました。2021（令和3）年6月18日からの理事・監事及び評

議員は以下の通りです。今後とも、どうぞよろしくお願いします。

役員（理事・監事） 役員（評議員）

理事の任期：2021（令和3）年6月18日から

2023（令和5）年定時評議員会（2023年6月）

終結の時

評議員の任期：2021（令和3）年6月18日から

2025（令和7）年定時評議員会（2025年6月）

終結の時

理事長

理事

理事

理事

理事

理事

理事

監事

監事

小林　智久

岩森　逸美

金尾　芳和

重政　義文

永井　勝二

延近　善浩

諏澤　隆

岡　　和夫

中川　睦章

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

評議員

尾熊　達雄

小川　孝夫

井上　茂樹

後藤　一也

神田　浩志

北川　洋子

平部　郁子

西田　良輔

森分　隆

※順不同 ※順不同

　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
通
学
や
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
障
が
い

や
病
気
の
あ
る
親
や
祖
父
母
、
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
な
ど
の
介
護
や
世

話
を
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。
家
族
の
介
護
の
た

め
に
学
業
に
遅
れ
が
出
た
り
進
学
や
就
職
を
諦
め
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
中
学
生
の
約
17
人
に
1
人
、
高
校
生
の
約
24
人
に
1
人
が
家
族

の
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
食
事
の

準
備
、
洗
濯
、
き
ょ
う
だ
い
の
送
迎
（
保
育
園
等
）
、
祖
父
母
の
介
護
・

見
守
り
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
ま
だ
社
会
に
浸
透
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
本
人
自
身
が
そ
の
立
場
に
あ
る
と
い
う
自
覚
が

な
い
た
め
に
、
子
ど
も
ら
し
い
生
活
が
送
れ
ず
、
誰
に
も
相
談
で
き

ず
に
一
人
で
耐
え
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
子

ど
も
た
ち
を
適
切
な
支
援
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、
社
会
全
体
で

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
自
分
で
周
囲
に
相

談
で
き
な
い
子
ど
も
や
過
度
な
負
担
を
抱
え
込
ん
で
い
る
子
ど
も
に

気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
機
関
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/young-carer.html）

み
な
さ
ん
、
『
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
』
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

相談窓口：くらしの相談窓口
加茂地区：084-972-5544
春日地区：084-947-1266
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「QRコード」から

過去の地域だよりを

ご覧いただけます。

　一れつ友の会は、社会福祉法人「一れつ会」が、運営する施設や将来計画している施設の運営に協力し、
心身障がい者福祉の向上と福祉教育を通して、互いに助け合いの社会づくりを目的としています。
　活動推進のために、この会の目的をご理解頂き、友の会への新加入・ご更新をお願いいたします。

○普通会員　１口　５００円／月　○協力会員　お気持ちに応じて　
お問い合わせ・お申し込みは一れつ友の会（せんだんの家 内）までお願い致します。TEL（084）972-5544

一れつ友の会の会員になってください

「新しい暮らしの場が出来ました」

　2021(令和3)年6月1日、せんだんの家から南に歩いて2分の場所、加茂地区「すまいる」ホームの並びに2階建
ての新しいホームができました。
　名称は「すまいる2（に）」です。定員は男性7名で、他のホームから転居された方や新規入居の方が生活されています。
　外観は、白色を基調としながらも、正面はこげ茶色を使用し、モダンな作りとなっています。玄関は自動ドア
で、居室は全室個室です。入居された方々は、「すまいる2」での生活に慣れつつあり、その中で「新しい建物は
キレイでいいよ。」「賑やかで楽しいよ。」「快適なんよ。」と、新しい生活の感想を述べられています。
　私たち支援員は、一人ひとりのプライバシーを尊重し、家庭的な雰囲気を大切にしながら、その人の心の拠りど
ころとなるような場所にしていきたいと思います。「グループホームに入居してよかった。」と、感じて頂けるよ
う、サービスの提供に努めてまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いずみ　松浦　玲子）

食堂 居室外観

　

６
月
25
日
、
一
れ
つ
会
は
法
人
創
立

35
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
例
年
、
全
事
業
所
が
加
茂
地
区
に
集
ま
っ

て
お
祝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
各
事
業
所
で
行
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
何
と
か
全
員
で
祝

う
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
Z
o
o
m
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
法
人
創
立
記
念
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
遠
く
離
れ
て
い
る
人
と
も
顔
を
見
て
話
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
全
10
事
業
所
、
計
22
か
所
で
つ
な
い
だ
人
た
ち

が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
と
、
「
す
ご
ー
い
！
」

「
○
○
さ
ん
だ
ー
！
」
と
い
っ
た
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
集
い
の
中
で
は
、
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
永

年
勤
続
表
彰
、
各
事
業
所
の
活
動
紹
介
の
動
画
視
聴
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
の
シ

メ
は
恒
例
の
『
福
の
山
音
頭
』
。
電
波
障
害
に
よ
る
音

の
ず
れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
、
ス
ク
リ
ー
ン

上
で
４
事
業
所
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
共
演
が
実
現
し
ま

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
事
業
所
が
参
加
し
て
の
行
事

は
初
め
て
で
し
た
が
、
「
久
し
ぶ
り
に
違
う
事
業
所
の

人
た
ち
に
会
え
て
よ
か
っ
た
！
」
と
、
他
の
事
業
所
の

利
用
者
さ
ん
や
職
員
の
顔
を
見
て
喜
ん
で
く
だ
さ
る
利

用
者
さ
ん
の
表
情
を
見
て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ

た
“顔
を
合
わ
せ
る
”こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
“難
有
る
”状
況
の
中
、
“有
難
い
”と
思
え
る

こ
と
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
れ
つ
会
が
40
年
、

50
年
、
100
年
と
続
い
て
い
く
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、
利
用

者
、
そ
の
ご
家
族
、
地
域
の
方
々
、
職
員
、
職
員
の
家
族
、
す

べ
て
の
人
が
よ
ろ
こ
ぶ
社

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
、
身
の
引
き
締
ま

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
せ
ん
だ
ん
の
家

中
山　

智
史
）

理事長のあいさつ
昼食は豪華な
お弁当でした。

『福の山音頭』みんなで
踊って楽しみました。

リモートで事業所を繋ぎました。永年勤続表彰
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